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【１．組織の概要】

（１）事業者名及び代表者名
株式会社古賀 代表取締役 古賀 文雄

（２）所在地
本社：栃木県鹿沼市流通センター35番地
宇都宮営業所：栃木県宇都宮市ゆいの杜3-4-3 107
Ｍ＆Ｄ熊本事業所：熊本県菊池郡菊陽町原水3802-30

（３）環境管理責任者及び事務局連絡先
・環境管理責任者： 内藤達也
・事務局： 後藤延弘(本社・宇都宮)、緒方達弘(熊本)
・連絡先：TEL 0289-76-1711 FAX 0289-76-1717

E-mail tatsuya_naito@eg-koga.co.jp
（４）事業の内容 （対象活動）

試験・計測システム、加工システム、FAメカトロシステム、
メンテナンスパーツの販売

（５）事業の規模
売上高 24.8億円
従業員数 34名
延床面積 2047.68㎡

本社：1044.68 ㎡
宇都宮営業所：63㎡
M&D熊本事業所： 940.0 ㎡
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（６）組織図
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２．対象範囲

対象範囲は、下記の３事業所である。

事業所 所在地 対象

本社 栃木県鹿沼市流通センター35番地 ○

宇都宮
営業所

栃木県宇都宮市ゆいの杜3-4-3 107 ○

M&D
熊本事業所

熊本県菊池郡菊陽町原水3802-30 ○
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３．環境経営方針

環境理念
当社は当社の行っている事業活動が環境に与える影響を十分認識

した上で、環境を保全し、かつ改善することを通じて、環境負荷の低減
と経済的効果を目指し、全社員で取り組みます。

行動指針
（１）実施にあたり次のとおり環境目標を定め、環境汚染の予防に努め

ます。

①営業車の燃料消費量を抑制し、二酸化炭素の排出抑制に努め
ます。

②電気利用のムダを改善し、省エネルギーに努めます。

③廃棄物の分別を徹底し、循環資源化と再利用を進め、排出抑制
に努めます。

④一層の節水を図り、省資源に努めます。

（２）環境関係法規、条例、及び各種協定など当社が受け入れたその他
の要求事項や約束事項を守ります。

（３）これらの環境目標の内容については必要に応じて見直しを行い、

継続的改善をはかります。

2018年7月3日改定
株式会社古賀
代表取締役 古賀 文雄
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【４－１．環境経営目標（本社・宇都宮営業所）】
（１）総量

※電力のCO2排出係数は東京電力の０．４６２kg-CO2/kWhを使用

（２）原単位
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項目 単位

2019年度
（基準値）

目標

2020年度
１％削減

2021年度
１.5％削減

2022年度
2％削減

二酸化炭素
排出量

Kg-CO2
120,129 118,927 118,327 117,726

ガソリン
消費量

ℓ
38,131 37,749 37,559 37,368

軽油
消費量

ℓ
3,804 3,766 3,747 3,728

電力
消費量

Kwh
47,292 46,819 46,583 46,346

廃
棄
物
排
出
量

一般
廃棄物

Kg
612 606 603 600

産業
廃棄物

Kg
30 29.7 29.6 29.4

水使用量 ㎥ 114 113 112 111

項目 単位

2019年度
（基準値）

目標

2020年度
１％削減

2021年度
１.5％削減

2022年度
2％削減

二酸化炭素
排出量

Kg-CO2
/百万円 60.2 59.6 59.2 59.0

ガソリン
消費量

ℓ
/百万円 19.1 18.9 18.8 18.7

軽油
消費量

ℓ
/百万円 1.9 1.89 1.87 1.86

電力
消費量

Kwh
/百万円 23.7 23.4 23.3 23.2
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【４－２．環境経営目標（M&D熊本事業所）】
（１）総量

※電力のCO2排出係数は九州電力の０．４８３kg-CO2/kWhを使用

（２）原単位
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項目 単位

2019年度
（基準値）

目標

2020年度
１％削減

2021年度
１.5％削減

2022年度
2％削減

二酸化炭素
排出量

Kg-CO2
28,499 28,214 28,071 27,929

ガソリン
消費量

ℓ
9,721 9,624 9,575 9,527

電力
消費量

Kwh
13,940 13,801 13,730 13,661

廃
棄
物
排
出
量

一般
廃棄物

Kg
96 95 95 94

産業
廃棄物

Kg
145 144 143 142

水使用量 ㎥ 32 31.7 31.5 31.4

項目 単位

2019年度
（基準値）

目標

2020年度
１％削減

2021年度
１.5％削減

2022年度
2％削減

二酸化炭素
排出量

Kg-CO2
/百万円 56.6 56.0 55.8 55.5

ガソリン
消費量

ℓ
/百万円 19.4 19.2 19.1 19.0

電力
消費量

Kwh
/百万円 27.8 27.5 27.4 27.2
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５．環境経営計画

（１）二酸化炭素排出抑制
当社の事業活動で排出される二酸化炭素排出量の８割超が営業車
両によって消費される燃料からであり、この営業車両の運営を適切に
行うことが、当社における環境負荷低減に最も有効的な活動で重点
管理項目扱いとなる
①営業車の燃費（燃料消費率）向上と燃料消費量の削減

・ふんわりアクセルｅスタート
・タイヤの空気圧チェック
・余分な荷物を積まない
・オイル・エレメント交換時期の明示
・燃料消費状態をグラフで掲示公表

②節電活動による消費電力の削減
・不在時の照明消灯・ＰＣ電源ＯＦＦ
・空調の温度設定と稼働条件の徹底
設定／稼働条件：夏季26℃／26℃以上、冬季22℃／22℃以下

・不要設備の撤去
・消費電力状況をグラフで掲示公表

③省エネ式(インバータ)コンプレッサーの販売推進
・インバータ式コンプレッサーの販売実績をカウント

（２）廃棄物の排出抑制
①一般廃棄物の削減

・分別化の徹底による循環資源化と再利用
・裏紙の使用
・電子媒体活用によるペーパーレスの推進
・プリントアウト状況をグラフで掲示公表

②産業廃棄物（廃プラ）の削減
・ＰＰバンド、ビニール材の透明、否透明の分別化
・エアー緩衝材、発砲緩衝材の再利用の推進
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（３）水使用量の削減
・蛇口への節水表示
・使用水量状況をグラフで掲示公表する

（４）自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の
向上及びサービスの改善
・自社開催とちぎ生産技術セミナーの開催
・メーカー様同行日に合わせて社内講習会を開催

（５）その他
・流通センター内の清掃活動に参加（月１回）（本社・宇都宮営業所）
・セミコンテクノパークの清掃活動に参加する。（M&D熊本事業所）
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【６．環境経営目標の実績】
（１）総量（本社・宇都宮営業所）

項目 単位
2019年度
（基準値）

2021年度（2021年7月～2022年6月）

目標 実績 差異 評価

二酸化炭素
排出量

Kg-CO2
120,129 118,327 120,645 2,318 △

ガソリン
消費量

ℓ
38,131 37,559 38,124 565 △

軽油
消費量

ℓ
3,804 3,747 3,065 -682 〇

電力
消費量

Kwh
47,292 46,583 51,350 4,767 △

廃
棄
物
排
出
量

一般
廃棄物

Kg
612 603 672 69 ×

産業
廃棄物

Kg

30 29.6 0 -29.6 〇

水使用量
㎥ 114 112 136 24 ×

コンプレッサー販売台数 13
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【６．環境経営目標の実績】

（２）総量（M&D熊本事業所）
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項目 単位
2019年度
（基準値）

2021年度（2021年7月～2022年6月)

目標 実績 差異 評価

二酸化炭素
排出量

Kg-CO2
28,499 28,071 39,087 11,016 ×

ガソリン
消費量

ℓ
9,721 9,575 12,558 2,983 ×

電力
消費量

Kwh
13,940 13,730 20,607 6,877 ×

廃
棄
物
排
出
量

一般
廃棄物

Kg
96 95 96 1 ×

産業
廃棄物

Kg
145 144 180 36 ×

水使用量 ㎥ 32 31.5 40 8.5 ×

コンプレッサー販売台数 1

（３）二酸化炭素総排出量の推移

事業所 単位 2019年度 2020年度 2021年度

本社・宇都宮営業所 Kg-CO2 120,128 135,117 120,645

M&D熊本事業所 Kg-CO2 28,499 34,939 39,087
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【６．環境経営目標の実績】

（４）原単位（本社・宇都宮営業所）

項目 単位
2019年度
（基準値）

2021年度（2021年7月～2022年6月）

目標 実績 差異 評価

二酸化炭素
排出量

Kg-CO2
/百万円 60.2 59.2 60.3 1.1 △

ガソリン
消費量

ℓ
/百万円

19.1 18.8 19.7 0.9 △

軽油
消費量

ℓ
/百万円

1.9 1.87 1.6 -0.27 〇

電力
消費量

Kwh
/百万円

23.7 23.3 27 3.4 ×
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（５）原単位（M&D熊本事業所）

項目 単位
2019年度
（基準値）

2021年度（2021年7月～2022年6月）

目標 実績 差異 評価

二酸化炭素
排出量

Kg-CO2
/百万円 56.6 56.1 101 44.9

×

ガソリン
消費量

ℓ
/百万円

19.4 19.1 29.5 10.4
×

電力
消費量

Kwh
/百万円

27.8 27.4 53.3 25.9 ×
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【７-１．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容（本社・
宇都宮営業所）】

（１）二酸化炭素排出抑制
目標未達（総量:1.9%増加、原単位:5.0%悪化）
目標：118327kg-CO2 結果：120645kg-CO2
当社の二酸化炭素排出量に占める割合
・燃料（ガソリン、軽油）：80%、電力：20%
①営業車の燃費（燃料消費率）向上と燃料消費量の削減
【ガソリン車】
目標未達（目標値より総量:1.5%増加、原単位:4%悪化）
目標：37559L 結果：38124L
総給油量 ：38,124L      (基準年度: 38,131L)
総走行距離：454,222km  (基準年度: 536,731km)
燃費 ：11.9km/L (基準年度:14.1km/L)
車両台数 ：22台（基準年度:23台）
（理由）
・総走行距離は、2019年度：536731km、2021年度：454222kmであり、差は約
85000kmである。
燃費は、2019年度：14.1km/L、2021年度：11.9km/Lと悪化しており、
燃費悪化分を距離にすると、(14.1-11.9)×38124=約84000kmとなるため、
燃費悪化により目標が達成できなかった。
【ディーゼル（軽油）車】
目標達成（基準年より総量:22%減少、原単位:18%改善）
目標：3,747L 結果：3,065L
総給油量 ：3,065L        (基準年度: 3,804L)
総走行距離：29,167km    (基準年度: 40,872km)
燃費 ：9.5km/L (基準年度: 13.0km/L)
車両台数 ：3台（前年度:3台）
（理由）
・基準年度よりも走行距離が短かったため、給油量が減少した。
【評価及び次年度の取り組み】
・ガソリン車、ディーゼル（軽油）車共に燃費が悪化していることから、燃費を気
にかけ走行してもらうよう燃費データを毎月ボードに貼り付け意識向上を促し、
エコドライブを心がけてもらうよう啓発する。
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②節電活動による消費電力の削減
目標未達（総量:9%増加、原単位: 12%悪化）
目標：46,583kWh 結果：51,350kWh
（理由）
・コロナウイルス感染予防対策として、紫外線空気清浄機(43.1W)11台、加湿器
(63W)6台を導入したことによりトータルで約1,300kW消費電力が増加した。
また、従来11月-4月にかけて稼働させていたプラズマクラスター空気清浄機を
加湿ストリーマ空気清浄機（75W）6台に更新し、且つ一年を通して稼働させた
ため、トータルで約1,000kw消費電力が増加した。
・コロナウイルス感染予防対策として換気を行うために窓を開ける頻度（1時間
に5分間窓を開ける）が増えたことにより空調効率が悪くなり、消費電力が増加
した。
・エアコン一台を省電力のものに更新（定格消費電力5.27kW⇒4.9kW）したこと
により減少したが、事務所面積に対して空調能力を適切にするため、エアコン
（定格消費電力8.11kW）を2台増設したことにより消費電力が増加した。
【評価及び次年度の取組】
・コロナウイルス感染予防対策として、紫外線空気清浄機11台、加湿ストリーマ
空気清浄機6台を通年にて稼働させたため、消費電力が増加したことはやむを
得ないものと考える。
・消費電力が11,592kW増加しており明確な原因はつかめていないが、コロナウ
イルス感染予防対策として実施した換気による空調効率の悪化によるものと推
察されることから、換気方法について検討を行い消費電力の削減に努める。
・今年度は、各機器の消費電力を把握するためのワットモニタ等を導入でき
なかったため、次年度で導入し各機器の消費電力の把握に努める。

③省エネ機器の販売促進（インバータ式コンプレッサーの拡販）
【取組結果】
・今年度の販売総数は、13台の販売となった。
【評価及び次年度の取組】
・機械工具商社として、省エネ商品を多くお客様に周知、販売することが一番
環境保全に貢献できると考えているので、次年度も引き続きお客様にご提案し
ていき、1台でも多く販売できるように努めていく。
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（２）廃棄物の排出抑制
一般廃棄物 ：目標未達（総量：10%増加）

目標：603kg 結果：672kg
産業廃棄物 ：目標達成（総量： 100%減少）

目標：29.6kg 結果：0kg
①一般廃棄物
目標未達（総量：10%増加）
目標：603kg 結果：672kg
（理由）
・弊社から排出される一般廃棄物は梱包材が主であり梱包材の増加により増
えたものと考えられる。

②産業廃棄物の削減
目標達成（総量： 100%減少）
目標：29.6kg 結果：0kg
（理由）
・エアー緩衝材、発砲緩衝材などは希望する取引先様が引きとってくれたこ
ともあり削減することができた。

【評価及び次年度の取組】
一般廃棄物
・分別化の徹底による循環資源化と再利用の継続。
・裏紙の使用、両面印刷の奨励、電子媒体（メール等）によるペーパレス化の
推進、紙使用状況のグラフ掲示による社員の意識づけの継続。

産業廃棄物
・分別化の徹底による循環資源化と再利用の継続。
・エアー緩衝材、発砲緩衝材を希望する取引先様へ提供する。
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（３）水使用量の削減
目標未達（総量：21%増加）
目標：112m3 結果：136m3
（理由）
・コロナウイルス感染予防対策として、こまめな手洗いうがいを行ったため水
使用量が増加した。
・コロナウイルス感染予防対策として湿度を40%以上に保つために、加湿器6
台を導入したため増加した。
【評価及び次年度の取組】
・従業員の安全面が最優先であるので、水使用量の増加はやむを得な
いものと考える。

（４）自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善
【取組結果】
コロナウイルス感染対策として、今年度は開催しなかった。
【評価及び次年度の取組】
・コロナウイルスの影響が収束した際に再開する。

（５）その他
【取組結果】
・流通センター清掃活動に月１回参加
【評価及び次年度の取組】
・毎月参加することができた。
・次年度も継続して地域の清掃活動に参加する。
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【７-２．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容（M&D熊本事業
所）】

（１）二酸化炭素排出抑制
目標未達（総量:39%増加、原単位:80%悪化）
目標：28,071kg-CO2 結果：39,087kg-CO2
当社の二酸化炭素排出量に占める割合は、
・燃料（ガソリン、軽油）：75%、電力：25%
①営業車の燃費（燃料消費率）向上と燃料消費量の削減
【ガソリン車】
目標未達（総量:31%増加、原単位:54%悪化）
目標：9,575L 結果：12,558 L
総給油量 ： 12,558 L      (基準年度: 9,721L)
総走行距離：124,495km  (基準年度: 128,841km)
燃費 ：10.1km/L (基準年度:12.9km/L)
車両台数 ：7台（基準年度:7台）
（理由）
・総走行距離は、2019年度：128,841km、2021年度：124,495kmであり、差は約
4,300kmである。
燃費は、2019年度：12.9km/L、2021年度：10.1km/Lと悪化しており、
燃費悪化分を距離にすると、(12.9-10.1)× 12,558 =約35000kmとなるため、
燃費悪化により目標が達成できなかった。
・売り上げが基準年度より40%減少したことから、原単位で37%悪化してしまっ
た。
【評価及び次年度の取り組み】
・来年度は、売り上げを向上させ、原単位の改善に努める。
・燃費が前年度よりも悪化しているので、燃費を気にかけ走行してもらうよう燃
費データを毎月ボードに貼り付け意識向上を促し、エコドライブを心がけてもら
うよう啓発する。
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②節電活動による消費電力の削減
目標未達（総量:50%増加、原単位: 94% 悪化）
目標：13,731kWh 結果：20,607kWh
（理由）
・コロナウイルス感染予防対策として、紫外線空気清浄機(43.1W)4台、空気清浄
機(63W)3台、加湿器(63W)4台を導入したことによりトータルで約1,000kW消費電
力が増加した。
また、従来11月-4月にかけて稼働させていた加湿ストリーマ空気清浄機（75W）
4台を通年で稼働させたため、トータルで約670kW消費電力が増加した。
・コロナウイルス感染予防対策として換気を行うために窓を開ける頻度（1時間に
5分間窓を開ける）が増えたことにより空調効率が悪くなり、消費電力が増加した。
・県外へ出張に行った従業員やコロナウイルスにかかった疑いのある人に接触
した従業員は別の部屋にて業務を行ったため照明、空調の使用量が増加した。
・売り上げが基準年度より40%減少したことから、原単位で94 %悪化してしまった。
【評価及び次年度の取組】
・コロナウイルス感染予防対策として、紫外線空気清浄機4台、加湿ストリーマ
空気清浄機4台を通年にて稼働させたため、消費電力が増加したことはやむを
得ないものと考える。
・消費電力量が6,877kW増加したこと、また、各機器の正確な消費電力量がわ
からないことから、各機器の正確な消費電力量を把握するために
ワットモニタ等の機器を導入し、実績把握に努める。
・次年度は、売り上げを向上させ、原単位の改善に努める。
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③省エネ式（インバータ）コンプレッサーの販売促進
【取組結果】
・今年度の販売総数は、1台の販売となった。
【評価】
・機械工具商社として、省エネ商品を多くお客様に周知、販売することが一番環境
保全に貢献できると考えており、1台でも販売できたのは良かったと考える。【次年
度の取組】
・次年度も引き続きお客様にご提案していき、1台でも多く販売できるように努
めていく。

（２）廃棄物の排出抑制
一般廃棄物 ：目標未達（総量:1%増加）

目標：95kg 結果：96kg
産業廃棄物 ：目標未達（総量:25%増加）

目標：144kg 結果：180kg
①一般廃棄物
目標未達（総量:1%増加）
目標：95kg 結果：96kg
（理由）

・総排出量を見ると2021年度、基準年度ともに96kgであることから例年通りの排
出量と考えられる。
②産業廃棄物の削減
目標未達（総量: 25 %増加）
目標：144kg 結果：180kg
（理由）

・弊社から排出される産業廃棄物は梱包材が主であり、梱包材の増加により増え
たものと考えられる。
【評価及び次年度の取組】

一般廃棄物
・分別化の徹底による循環資源化と再利用の継続。
産業廃棄物
・分別化の徹底による循環資源化と再利用の継続。
・エアー緩衝材、発砲緩衝材を希望する取引先様へ提供する。
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（３）水使用量の削減
目標未達（総量：27%増加）
目標：31.5m3 結果：40m3
（理由）
・コロナウイルス感染予防対策として、こまめな手洗いうがいを行ったため水使
用量が増加した。
・コロナウイルス感染予防対策として湿度を40%以上に保つために、加湿器4台
を導入したため増加した。
【評価及び次年度の取組】
・従業員の安全面が最優先であるので、水使用量の増加はやむを得な
いものと考える

（４）その他
【取組結果】
・セミコンテクノパークの清掃活動に参加する予定だったが、コロナウイルスの
影響で中止になった。
【評価及び次年度の取組】
・次年度に清掃活動が行われる際には参加する。
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【８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果,
並びに違反,訴訟等の有無】

（１）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

（２）違反、訴訟等の有無
上記の環境関連法規等に関して、2022年6月30日に遵守チェックを実
施した結果、違反はありません。
また、関係当局よりの違反等の指摘はありません。
同様に訴訟・苦情等もありませんでした。

法規制等の名称 要求事項 確認

廃棄物処理法
廃棄物委託契約書の締結
マニフェストの交付
産業廃棄物保管基準の遵守

対象なし

資源有効利用
促進法

バソコン廃棄時の適正な引渡し 対象なし

自動車リサイクル法
車検証の確認
廃車時のリサイクル券の確認

車検証の確認

フロン排出抑制法 エアコンの簡易点検（四半期に１回実施） 四半期に１回点検実施
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【９．代表者による全体の評価と見直しの結果】
・二酸化炭素排出量について目標を達成することができなかった。
①当社の二酸化炭素排出量の8割を占める燃料（ガソリン、軽油）使用量が増えたこと
が原因であるが、コロナウイルス感染予防対策で、公共交通機関の利用を原則禁止と
したこと、乗り合いでの移動も禁止したため、走行距離、給油量が増加したことはやむ
を得ないものと考える。
次年度での対策として、
・次年度もコロナウイルス感染予防対策分の増加するものと推察されるが、コロナウイ
ルス感染予防対策以外である燃費向上により増加分を最小限にできるように努める。
また売上を向上させ、原単位の改善に努める。
②当社の二酸化炭素排出量の2割を占める消費電力量が増加したことが原因で
あるが、コロナウイルス感染予防対策として、紫外線空気清浄機15台、加湿器10台、
加湿ストリーマ空気清浄機9台を導入したこと、事務所面積に対して空調能力を適
切にするためにエアコンを増設したこと、換気で窓を開ける頻度が増えたことによ
り空調効率が悪化したためであり、やむを得ないものと考える。
次年度での対策として、
・消費電力が増加しており、明確な原因はつかめていないが、コロナウイ
ルス感染予防対策として実施した換気による空調効率の悪化によるものと推察さ
れることから、換気方法について検討を行い消費電力の削減に努める。
・各機器の消費電力を把握できていないことから、各機器の消費電力を把握する
ためにワットモニタ等の機器を導入し、消費電力の把握に努める。また売上を向上させ、
原単位の改善に努める。
・水使用量について目標値を達成することができなかった。
・コロナウイルス感染予防対策としてこまめな手洗いうがいを行ったので、水使用量は
増加した。
・コロナウイルス感染予防対策として湿度を40%以上に保つために、加湿器6台を導入
したため増加した。
・今年度でコロナウイルス感染予防対策による増加分は把握できたので、次年度では、
コロナウイルス感染予防対策以外での節水に取り組み水使用量を削減できるように努
める。また、売上を向上させ、原単位の改善に努める。
・コロナウイルスの感染拡大の影響が今後も続く場合には、コロナウイルス対策のた
め、燃料（ガソリン、軽油）、消費電力、水使用量は今年度と同水準になると思われる。
今年度にて、コロナウイルス感染予防対策は一通り行ったと考える。このため、次年度
は、暫定的に今期の実績値をもとに単年度で目標値を定めて活動を行う。
・環境経営方針：変更なし
・環境経営目標及び環境経営計画：変更なし
・実施体制：変更なし
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